




目的

　近年伊東らによって開発された coil planet centrifuge system(以下 CPC

と略)は従来行なわれている赤血球膜の抵抗試験に比べ,濃度勾配が直線的であ

り,再現性が高く,試料が微量ですみ,より簡便な測定法である。新生児溶血性

黄疸に関連して,この CPC system による臍帯血の赤血球浸透圧抵抗の測定はす

でに荻田らの報告があり,新生児と成人との溶血 pattern の違いが指摘されて

いるが,今回はその追試を行たい,血液型不適合による新生児重症黄疸も溶血曲

線によってスクリーニング出来るか否かを検討した。


